
 

 

 

 

 

 

 

 

 

弥生時代に日本へ伝わったとされるガラス。弥生人が好んだ色や、ガラス原材料、実際の製作技術についての

講演とガラス玉づくりの実演をもとに、弥生時代のガラス製品について学びます。 

ついては、事前の告知および、取材等記事として取り上げてくださるようお願いします。 

 

１ 日  時 平成３１年３月３日（日）午前１０時から正午まで 
 
２ 場  所 鳥取県立むきばんだ史跡公園 

（西伯郡大山町妻木1115-4 電話0859-37-4000） 
 

３ 講  師 降幡
ふりはた

 順
じゅん

子
こ

 さん（京都国立博物館保存科学室長） 

 

４  内  容 ・講演（弥生時代のガラス製品について） 

         ・ガラス玉づくりのデモンストレーションと 

           ガラス製品の観察 

 

５ 参 加 費 無料 

 

６ 募集人数 ５０名（先着順） 
 
７ 対  象 １５歳以上 
 

８ 申込期間 平成３１年１月２８日（月）から２月２８日（木）まで 
 

９ 申込方法 ①郵便番号、②住所、③参加者全員の氏名（１８歳未満の方は、年齢と保護者名を記入） 

④電話番号（緊急時連絡のため）、⑤「弥生のガラス玉づくり希望」と明記し、ハガキ、ﾌｧ

ｸｼﾐﾘ、電子ﾒｰﾙ、またはホームページの「講座イベント申込みフォーム」のいずれかにてむき

ばんだ史跡公園までお申し込みください。 
 

【問合せ先】 

〒689-3324 鳥取県西伯郡大山町妻木1115-4 

  むきばんだ史跡公園 特別講座「弥生のガラス玉づくり」 担当 浜本(はまもと) 

電  話   ０８５９－３７－４０００   ファクシミリ ０８５９－３７－４００１ 
  ホームページ  https://www.pref.tottori.lg.jp/mukibanda 
  電子メール   mukibanda@pref.tottori.lg.jp 

 

資 料 提 供  

平成３１年 １月 ２８ 日  

担当課 
（担当者） 

むきばんだ史跡公園  
（濵本） 

電話  ０８５９－３７－４０００ 

FAX  ０８５９－３７－４００１ 

特別講座 

「弥生のガラス玉づくり」を開催します 

妻木晩田遺跡から出土した 

勾玉・ガラス小玉 


